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問題と目的
完 全主 義 と は ど ん な こ と に お い て も完 璧 を
目 指 し、 完 璧 にで き な け れ ば 何 もか も失 敗 だ
と 過 度 に 安 全 性 を 求 め る こ と と さ れ て い る
(Pacht,  1984) 。 こ の 完 全 主 義 の 中 で 自 已 に
完 全 性 を 求 める こ と を 匚自 己志 向的 完 全 主 義 」
と い い、 心 身 の 健康 に 影 響 を 与 え る要 因 と し
て 多 く の 研 究 で 取 り上 げ て い る。 自 己 志 向的
完 全主 義 の 因 子 は 、 匚完 全 で あ り たい 欲 求 」
① Ｐ）、 匚自 分 に高 い 目 標を 課 す る 傾 向」（PS ）、
匚ミ スを 過 度 に気 に す る 傾 向 」（ＣＭ ）、 匚自 分
の 行 動 に 漠 然 と し た 疑 い を もつ 傾 向 」 ① ）
の ４因 子 で 構 成 さ れ、 因 子 に よ って 異 な る 影
響 を 与 え る こ と を 明 ら か に し た。 ＣＭ とＤ が
抑 うつ や 無 力 感 、 絶 望 感 と 正 の 相 関 が 、PS
と は負 の相 関 か お る こ とが 明 らか に な っ た。
自 己志 向 的 完 全 主 義 と 認 知 的 特 徴 の関 連 の
研 究 で は、 不 適 応 的 認知 と の 関 連 も数 多 く示
さ れて お り、 例 え ば ネ ガ テ ィ ブ な 反 す う （ 伊
藤 ・上 里 、2001 ） と の関 連 が 報 告 さ れて い る。
ま た 自 己志 向 的 完 全 主 義 と 行 動 的 特 徴 の 関 連
の 研 究 に お い て 、 ス ト レ ス へ の 対 処 と の 関 連
に つ い て、 匚高 目 標 設 定 」 は 積 極 的 な 対 処 と
関 連 す るこ と （伊 藤、2003 ； 尾 関 ほか、2002) 、
情 動 焦 点 型 対 処 を 経 て 適 応 と 関 連 す る こ と
（中 川 ・ 佐 藤 、2007 ） が 示 さ れ て い る。
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このように完全主義者が精神的な不適応、
また適応状態にいたる過程として、完全主義
という特性自体が直接関わっている点とさら
には、その状態に至るまでに媒介する要因が
さまざまな角度から検討されてきた。しかし、
自己志向的完全主義者の社会的関係に関して
の研究はあまり見受けられない。その為、本
研究は完全主義とソーシャル・サポートの関
係性について着目し、完全主義的な者におい
て、ソーシャル・サポートが抑うつを緩衝す
るかとうかを検討することを目的とする。
方法
2010年５月27日から2010年10 月31日にかけ
て、関西圈の２大学の対象に質問紙調査を実
施した。心理学関連の授業を受講する学生か
対象であり、授業中約20分間に質問紙を配布
し、記入させた。有効回答数 は男性101 名、
女性189 名（性別不明２名）で、平均年齢は
19.74歳(SD  = 3.31) であった。質問紙の構
成①新完全主義尺度：桜井・大谷(1997)  4
下位尺度、計20項目。②ソーシャル・サポー
ト：サポート内容とサポート源を分類する試
み（福岡、2000）の４つの因子、サポートの入
手可能性を家族と友人のそれぞれ21項目（計
42項目）③抑うっ尺度:SDS （Z皿g,  1965)
日本語版で計20項目で構成されていた。
結果と考察
まず因子分析を行い、新完全主義尺度は先行
研究のＣＭとＤの項目を主に構成された 匚消
極的完全主義｣ と、PS とＤＰを中心に構成さ
れた 匚積極的完全主義｣ の２因子が抽出され
た。ソーシャル・サポート尺度は家族サポー
囗こついては４因子抽出され、友人サポート
については２因子抽出された。
消極的完全主義の主効果が家族サポート・
友人サポートのいずれの因子の組み合わせに
おいても有意であった。このことから消極的
完全主義が高い者の方が、抑うつが高いとい
うことが分かった。これは先行研究の因子、
ＣＭやＤの抑うつを増大させる特徴によるも
のであるということが考えられる。消極的完
全主義と 匚慰め・励ましサポー冂 、匚助言・
相談サポート｣ に交互作用かおり、高い者に
は行動的援助サポートを除いて、家族からの
いずれのサポートも効果がなかった。また単
純主効果の検定により 匚慰め・励ましサポー
ト(Ｅ)｣、匚助言・相談サポート(Ａ)｣ は消極
的完全主義が低い者において特に効果かおる
ことが分かった(Figure l ， Figure 2)。
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が抑 うつに及ぼす影響
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これは消極的完全主義の高い者においては
家族からのサポートを受けても現状がよくな
らないと認知している為に、サポートの効果
がなかったのではないかと考えられる。友人
サポートのいずれのサポートにおいても消極
的完全主義との交互作用が見られなかった。
しかし晴緒的サポート、道具的サポートのい
ずれにも主効果が見られ、特に情緒的サポー
トの効果かおる程度あることが分かった。
積極的完全主義の主効果は見られなかった。
このことから積極的完全主義のみでは抑うつ
を減少しないということが分かった。また積
極的完全主義と家族からの 匚行動的援助サポー
ト」と友人の「道具的サポート」に交互作用
かおり、「行動的援助サポート」と 匚道具的
サポート」において抑うつが減少していた。
(Figure 3, Figure 4）。
これは先行研究の因子 匚PS」 の特性が働
き、自分の目標を達成する為に情緒的サポー
トよりもより、目標達成に必要な行動的なサ
ポートを重要視している為に、サポートの効
果が働いたのではないかと考えられる。 また
サポートの主効果は家族サポートの 匚物質的・
金銭的サポート」を除いて、家族・友人の各
因子全てのサポートに有意な効果が見られた。
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消極的完全主義と助言・相談サポ ートが
抑うつ に及ぼ す影響
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消極的完全主義と比べると積極的完全主義の
方が様々なサポート の効果があると考えら
れる。
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Figure 4　積極的完全主義と道具的 サポ ートが
抑うつ に及ぼ す影響
